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告
　
示

◯
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
（
七
二
三
・
自
然
保
護
課
）

◯
鳥
獣
保
護
区
の
期
間
更
新
（
七
二
四
・
自
然
保
護
課
）

◯
鳥
獣
保
護
区
の
設
定
の
一
部
改
正
（
七
二
五
・
自
然
保
護
課
）

◯
鳥
獣
保
護
区
特
別
保
護
地
区
の
指
定
（
七
二
六
・
自
然
保
護
課
）

◯
休
猟
区
の
指
定
（
七
二
七
・
自
然
保
護
課
）

◯
休
猟
区
の
設
定
の
一
部
改
正
（
七
二
八
・
自
然
保
護
課
）

◯
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
（
七
二
九
・
自
然
保
護
課
）

◯
銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
の
一
部
改
正
（
七
三
〇
、
七
三
一
・
自
然
保
護
課
）

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
三
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
八
条
ノ
八
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
を
設
定
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
八
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
四
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
四
号
）
第
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
及
狩

猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
八
号
）
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

１

告
　
　
　
　
　
　
示

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
綴
子
地
内
の
国
道
七
号
線
と
綴

子
川
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
東
進
し
国

道
百
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
進
し

田
中
鳥
獣
保

護
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
奥
羽
本
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
本
線
を
西
進
し
県
道
鷹
巣
川
井
堂
川
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
綴
子
川
と
の
交

点
に
至
り
、
同
川
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
協
和
町
船
岡
地
内
の
県
道
唐
松
宇
津
野
線

と
協
和
ダ
ム
サ
イ
ト
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県

道
を
北
東
に
進
み
岩
木
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢

を
北
進
し
国
有
林
道
岩
木
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
南
進
し
県
道
唐
松
宇
津
野
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
国
有
林
道
船
岡
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
協
和
ダ
ム
管
理

道
に
至
り
、
同
管
理
道
を
東
進
し
協
和
ダ
ム
堤
体
に

至
り
、
同
堤
体
に
沿
っ
て
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
川
前
鳥
獣

保
護
区

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

鹿
角
市
尾
去
沢
地
内
県
道
十
二
所
花
輪
線
の
稲
村

橋
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
西
進
し
市
道
水
晶
山
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
城

山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
新

山
城
山
二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進

し
水
晶
山
ス
キ
ー
場
へ
通
じ
る
遊
歩
道
と
の
交
点
に

至
り
、
同
遊
歩
道
を
南
西
に
進
み
市
道
水
晶
山
線
と

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

新
山
鳥
獣
保

護
区
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の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
水
晶
山
山

頂
に
至
り
、
同
山
頂
よ
り
大
森
山
に
通
じ
る
遊
歩
道

を
北
西
に
進
み
下
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
西

進
し
県
道
十
二
所
花
輪
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県

道
を
東
進
し
市
道
松
子
沢
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
市
道
松
子
沢
三
号
線
に
至
り
、

同
市
道
を
東
進
し
市
道
花
軒
田
尾
去
沢
線
に
至
り
、

同
市
道
を
北
東
に
進
み
林
道
小
森
沢
線
に
至
り
、
同

林
道
を
東
進
し
市
道
松
軒
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
進
し
久
保
田
橋
に
至
り
、
同
橋
か
ら
米
代

川
左
岸
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

北
秋
田
郡
田
代
町
早
口
地
内
の
国
道
七
号
線
と
町

道
赤
坂
下
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
北

西
に
進
み
町
道
比
立
内
線
の
起
点
に
至
り
、
同
町
道

を
北
進
し
町
道
本
郷
羽
貫
谷
地
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
林
道
倉
の
下
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
町
道
田
の
沢
一
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
岩
瀬
川
と
の

交
点
に
至
り
、
同
川
右
岸
を
南
進
し
歩
道
と
の
交
点

に
至
り
、
同
歩
道
を
南
進
し
町
道
谷
地
の
平
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町
道
赤
坂
下
線
の

起
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

秋
田
市
新
屋
地
内
の
県
道
秋
田
天
王
線
と
市
道
割

山
南
浜
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
西
進

し
日
本
海
汀
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
汀
線
を
北
進

し
旧
雄
物
川
左
岸
と
の
交
点
に
至
り
、
同
左
岸
を
南

西
に
進
み
県
道
秋
田
天
王
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
南
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域河

辺
郡
雄
和
町
椿
川
地
内
の
町
道
椿
川
安
養
寺
線

早
口
鳥
獣
保

護
区

新
屋
鳥
獣
保

護
区

椿
台
鳥
獣
保

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

と
町
道
本
田
妙
法
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
北
進
し
県
道
秋
田
雄
和
本
荘
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
北
進
し
町
道
本
田
妙
法
寺
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道
山
崎
椿
台
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
河
辺
郡
河

辺
町
と
秋
田
市
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境

界
を
南
東
に
進
み
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
町
道
椿
台
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
町
道
を
五
十
メ
ー
ト
ル
西
進
し
町
道

鹿
野
戸
安
養
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西

進
し
同
町
道
と
連
続
す
る
町
道
椿
川
安
養
寺
線
に
至

り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

南
秋
田
郡
若
美
町
野
石
地
内
の
国
道
百
一
号
線
と

県
道
男
鹿
琴
丘
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道

を
北
進
し
県
道
男
鹿
八
竜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
南
進
し
浜
口
排
水
機
場
付
近
で
村
道
大
潟
西

部
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
北
西
に
進
み
県

道
男
鹿
八
竜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
西

に
進
み
村
道
大
潟
西
部
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村

道
を
南
西
に
進
み
県
道
男
鹿
琴
丘
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

秋
田
市
金
足
地
内
の
国
道
七
号
線
と
県
道
追
分
停

車
場
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
進
し

市
道
下
刈
岩
瀬
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東

進
し
市
道
財
ノ
浜
小
泉
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市

道
を
南
進
し
県
道
高
岡
追
分
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
五
十
メ
ー
ト
ル
程
南
西
に
進
み
市
道
金
足

鳰
崎
一
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し

同
市
道
と
連
続
す
る
市
道
金
足
鳰
崎
二
号
線
に
至

り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
同
市
道
と
連
続
す
る
農

道
に
至
り
、
同
農
道
を
南
東
に
進
み
同
農
道
と
連
続

護
区

八
郎
潟
鳥
獣

保
護
区

追
分
鳥
獣
保

護
区

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
中
仙
町
下
鴬
野
地
内
の
町
道
長
瀬
一
号
線

と
町
道
長
瀬
二
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
町
道

長
瀬
二
号
線
を
南
西
に
進
み
町
道
長
瀬
四
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
町
道
押
切
和

村
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町

道
中
仙
二
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
西
に
進
み
町
道
長
瀬
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
和
村
遠
藤
二
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
同
町
道
に
連

続
す
る
町
道
和
村
遠
藤
五
号
線
に
至
り
、
同
町
道
を

南
西
に
進
み
玉
川
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
こ
れ
よ

り
玉
川
右
岸
に
向
か
っ
て
北
東
に
進
み
同
岸
に
至

り
、
同
岸
を
約
千
七
百
メ
ー
ト
ル
北
進
し
、
こ
れ
よ

り
玉
川
左
岸
堤
防
に
向
か
っ
て
東
進
し
同
堤
防
に
至

り
、
同
堤
防
を
南
進
し
町
道
長
瀬
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
田
沢
湖
町
生
保
内
字
駒
ヶ
岳
地
内
の
県
道

西
山
生
保
内
線
の
赤
倉
橋
を
起
点
と
し
、
赤
倉
沢
を

西
進
し
水
上
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
約
百

十
メ
ー
ト
ル
西
進
し
石
黒
沢
に
至
り
、
同
沢
を
南
西

に
進
み
先
達
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
東
進
し

民
有
林
と
国
有
林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南

西
に
進
み
赤
倉
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
西
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
西
木
村
上
桧
木
内
地
内
の
国
道
百
五
号
線

と
村
道
堀
内
黒
崎
森
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

国
道
を
南
東
に
進
み
賽
神
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同

沢
を
北
西
に
進
み
雄
物
川
地
域
森
林
計
画
区
西
木
村

四
十
二
林
班
と
四
十
三
林
班
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
民
有
林
と
国
有
林
と
の

鴬
野
鳥
獣
保

護
区

石
黒
沢
鳥
獣

保
護
区

堀
内
鳥
獣
保

護
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

す
る
山
際
に
至
り
、
同
山
際
を
南
進
し
市
道
長
岡
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
追

分
小
友
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
市

道
追
分
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し
県

道
追
分
停
車
場
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
西

進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

南
秋
田
郡
井
川
町
坂
本
地
内
の
国
道
二
百
八
十
五

号
線
と
町
道
坂
本
新
間
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
町
道
を
北
東
に
進
み
同
町
道
と
連
続
す
る
町
道
雀

館
幹
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
岩
野

高
崎
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
岩
野

集
落
の
東
端
か
ら
山
道
を
南
進
し
南
秋
田
郡
五
城
目

町
と
井
川
町
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界

を
西
進
し
小
泉
集
落
に
通
ず
る
山
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
山
道
を
南
西
に
進
み
町
道
葹
田
黒
坪
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
県
道
北
の
又

井
川
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み

県
道
久
保
秋
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南

西
に
進
み
町
道
赤
沢
大
野
地
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
西
進
し
井
川
町
と
南
秋
田
郡
飯
田
川
町
と

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み

国
道
二
百
八
十
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道

を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域由

利
郡
矢
島
町
七
日
町
地
内
の
県
道
仁
賀
保
矢
島

館
合
線
と
県
道
鳥
海
矢
島
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
県
道
を
南
進
し
県
道
象
潟
矢
島
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
町
道
花
立
公
園
一

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
県
道
仁

賀
保
矢
島
館
合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
東

進
し
町
道
針
ケ
岡
花
立
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
北
東
に
進
み
県
道
仁
賀
保
矢
島
館
合
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲

五
城
目
井
川

鳥
獣
保
護
区

花
立
鳥
獣
保

護
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
同
森
林
計
画

区
四
十
七
林
班
と
四
十
八
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
西
進
し
林
道
堀
内
西
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
村
道
堀
内
黒
崎
森
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
鹿
郡
雄
物
川
町
国
道
百
七
号
線
の
雄
物
川
橋
西

端
を
起
点
と
し
、
雄
物
川
左
岸
を
南
進
し
県
道
羽
後

雄
物
川
線
飛
ケ
沢
橋
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進

み
国
道
百
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西

進
し
町
道
上
法
寺
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
同
町
道
と
連
続
す
る
町
道
郷
北
野
線
に
至

り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
同
町
道
と
連
続
す
る
県

道
大
沢
大
森
線
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
雄

物
川
地
域
森
林
計
画
区
雄
物
川
町
五
十
九
林
班
（
俗

称
岩
渕
）
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
雄
物
川
左
岸
を
南
進

し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
鹿
郡
山
内
村
土
渕
岩
瀬
橋
を
起
点
と
し
、
横
手

川
右
岸
を
北
進
し
林
道
坂
井
沢
軽
井
沢
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
村
道
を
北
東
に
進
み
村
道
坂
井
沢
沼
山

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
北
西
に
進
み
横
手

市
と
山
内
村
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界

を
東
進
し
国
道
百
七
号
線
落
合
橋
に
至
る
村
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
東
進
し
落
合
橋
に
至
り
、

同
橋
か
ら
国
道
百
七
号
線
を
南
進
し
村
道
相
野
々
駅

前
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
南
西
に
進
み
同

村
道
と
連
続
す
る
県
道
横
手
東
成
瀬
線
に
至
り
、
同

県
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域平

鹿
郡
十
文
字
町
植
田
地
内
県
道
湯
沢
雄
物
川
大

曲
線
と
町
道
羽
場
裏
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

県
道
を
東
南
に
進
み
志
摩
地
区
を
経
て
雄
平
橋
に
至

三
吉
山
鳥
獣

保
護
区

土
渕
鳥
獣
保

護
区

志
摩
鳥
獣
保

護
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

り
、
同
橋
を
南
進
し
皆
瀬
川
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、

同
堤
防
を
西
進
し
湯
沢
市
小
中
島
部
落
に
通
ず
る
道

路
と
の
交
点
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
約
五
百
メ
ー
ト
ル

皆
瀬
川
を
横
断
し
て
北
進
し
町
道
羽
場
左
馬
線
に
至

り
、
同
町
道
を
北
進
し
左
馬
集
落
を
経
て
町
道
羽
場

裏
線
と
県
道
山
崎
鴻
屋
十
文
字
線
と
の
交
点
に
至

り
、
右
折
し
て
町
道
羽
場
裏
線
を
東
進
し
起
点
に
至

る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
羽
後
町
五
輪
坂
地
内
の
町
道
西
馬
音
内
大

沢
線
と
町
道
三
ツ
盛
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
土
舘
七
久
保
堀
内
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
、
北
東
に
進
み
町
道

足
田
堤
東
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に

進
み
町
道
湯
の
崎
六
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
南
西
に
進
み
町
道
西
馬
音
内
大
沢
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

湯
沢
市
杉
沢
山
の
杉
沢
林
道
左
側
の
新
堤
入
口
を

起
点
と
し
、
こ
の
堤
防
か
ら
稜
線
を
北
進
し
平
鹿
郡

と
雄
勝
郡
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進

み
雄
勝
郡
稲
川
町
と
の
湯
沢
市
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
南
東
に
進
み
標
高
三
百
七
・
五
メ
ー
ト
ル

の
三
角
点
に
至
り
、
同
三
角
点
か
ら
稜
線
を
北
西
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
寺
沢
字
御
獄
前
の
御
獄
神
社
登
山

口
を
起
点
と
し
、
町
道
寺
沢
線
に
沿
っ
た
山
裾
を
北

進
し
寺
沢
地
区
、
赤
塚
地
区
を
経
て
国
道
十
三
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
の
山
裾
を
北
西
、
北
東

に
進
み
町
道
東
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

南
東
に
進
み
同
町
道
と
連
続
す
る
町
道
大
清
水
線
に

至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
終
点
に
至
り
、
同
終
点
か

ら
南
東
に
進
み
林
道
東
山
御
返
事

ひ
が
し
や
ま
お
っ
ぺ
じ

線
に
至
り
、
こ
れ

五
輪
坂
鳥
獣

保
護
区

杉
沢
山
鳥
獣

保
護
区

東
山
森
林
公

園
鳥
獣
保
護

区

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
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よ
り
御
獄
神
社
横
に
通
ず
る
山
道
を
西
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
秋
ノ
宮
字
山
居
野
十
一
の
十
三
、

十
一
の
二
百
二
十
一
の
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
雄
勝
町
秋
ノ
宮
字
川
井
二
十
九
、
三
十
八

の
一
、
四
十
三
の
一
、
四
十
七
、
五
十
四
、
六
十
二
、

七
十
二
の
一
の
一
円
の
区
域

湯
ノ
岱
鳥
獣

保
護
区

中
山
鳥
獣
保

護
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
五
号

鳥
獣
保
護
区
の
設
定
（
平
成
六
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

表
唐
松
山
鳥
獣
保
護
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

仙
北
郡
協
和
町
上
淀
川
地
内
の
国
道
十
三
号
線
と

国
道
三
百
四
十
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

国
道
を
西
進
し
町
道
和
田
向
合
貝
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
同
町
道
と
連
続
す
る
町

道
合
貝
十
号
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
国

道
十
三
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
東
に

進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
成
六
年
十
一
月
一

日
か
ら
平
成
十
六
年

十
月
三
十
一
日
ま
で

唐
松
山
鳥
獣

保
護
区

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
六
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
八
条
ノ
八
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
、
次
の
と
お
り
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
及

狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
八
号
）
第
二
十
一
条
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

五
城
目
井
川
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
保
安
林
内
の

公
有
水
面
を
含
む
山
田
沢
生
活
環
境
全
林
全
域

石
黒
沢
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
赤
倉
橋
を
起
点
と

し
、
県
道
西
山
生
保
内
線
を
北
東
に
進
み
石
黒
橋
と

石
黒
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
約
七
百
メ
ー

ト
ル
東
進
し
蟹
沢
に
至
り
、
同
沢
を
北
進
し
先
達
川

と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
を
東
進
し
民
有
林
と
国
有

林
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
赤
倉
沢
と

の
交
点
に
至
り
、
同
沢
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

堀
内
鳥
獣
保
護
区
の
う
ち
、
雄
物
川
地
域
森
林
計

画
区
西
木
村
四
十
六
林
班
と
四
十
三
林
班
と
の
境
界

交
点
を
起
点
と
し
、
同
境
界
を
西
進
し
同
森
林
計
画

区
四
十
三
林
班
と
四
十
五
林
班
と
四
十
六
林
班
と
の

境
界
に
至
り
、
同
森
林
計
画
区
四
十
三
林
班
と
四
十

五
林
班
と
の
境
界
を
西
進
し
同
森
林
計
画
区
四
十
三

林
班
と
四
十
四
林
班
と
四
十
五
林
班
と
の
境
界
に
至

り
、
同
森
林
計
画
区
四
十
三
林
班
と
四
十
四
林
班
と

の
境
界
を
南
東
に
進
み
同
森
林
計
画
区
四
十
二
林
班

と
四
十
三
林
班
と
四
十
四
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、

同
森
林
計
画
区
四
十
二
林
班
と
四
十
三
林
班
と
の
境

界
を
南
西
に
進
み
民
有
林
と
国
有
林
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

五
城
目
井
川

鳥
獣
保
護
区

特
別
保
護
地

区石
黒
沢
鳥
獣

保
護
区
特
別

保
護
地
区

堀
内
鳥
獣
保

護
区
特
別
保

護
地
区
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鹿
角
市
花
輪
地
内
の
県
道
田
山
花
輪
線
と
国
有
林

道
瀬
の
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
林
道
を
北

進
し
て
国
有
林
道
前
の
沢
支
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
林
道
を
東
進
し
終
点
に
至
り
、
同
終
点
か
ら
奈
良

助
沢
を
東
進
し
秋
田
県
と
岩
手
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
県
境
を
南
西
に
進
み
県
道
田
山
花
輪
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

大
館
市
と
北
秋
田
郡
田
代
町
と
米
代
川
左
岸
と
の

交
点
を
起
点
と
し
、
同
左
岸
を
東
進
し
引
欠
川
に
至

り
、
同
川
左
岸
を
南
東
に
進
み
市
道
大
館
比
内
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
比
内
前
田
鳥
獣

保
護
区
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み

大
館
市
と
北
秋
田
郡
比
内
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同

境
界
を
南
西
に
進
み
大
館
市
と
比
内
町
と
北
秋
田
郡

鷹
巣
町
と
の
境
界
に
至
り
、
大
館
市
と
鷹
巣
町
と
の

境
界
を
北
進
し
大
館
市
と
鷹
巣
町
と
田
代
町
と
の
境

界
に
至
り
、
大
館
市
と
田
代
町
と
の
境
界
を
北
進
し

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
と
北
秋
田
郡
森
吉
町
と
の
境
界

と
県
道
桂
瀬
笹
館
線
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道

を
東
進
し
国
有
林
道
松
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

林
道
を
南
進
し
国
有
林
道
滝
の
沢
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
進
し
鷹
巣
町
と
森
吉
町
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま

れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
比
内
町
大
葛
地
内
の
町
道
独
鈷
森
合
線

と
県
道
比
内
大
葛
鹿
角
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
県
道
を
南
東
に
進
み
国
有
林
道
長
部
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
同
林
道
と
連
続
す

る
小
倉
山
に
通
じ
る
歩
道
に
至
り
、
同
歩
道
を
南
進

瀬
の
沢
休
猟

区大
披
休
猟
区

大
舟
木
沢
休

猟
区

姥
ヶ
獄
休
猟

区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
七
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
休
猟
区
を
設
定
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五

年
農
林
省
令
第
百
八
号
）
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

鹿
角
市
十
和
田
大
湯
地
内
の
国
道
百
四
号
線
と
秋

田
県
と
青
森
県
と
の
県
境
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

県
境
を
南
進
し
標
高
六
百
六
十
二
・
八
メ
ー
ト
ル
の

三
角
点
に
至
り
、
同
三
角
点
か
ら
南
西
に
約
一
・
九

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
か
ら
沢
筋
を
北
西
に
進

み
国
有
林
道
不
老
倉
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に

進
み
国
有
林
道
小
又
沢
支
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北

東
に
約
一
・
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
ん
だ
地
点
か
ら
沢

筋
を
北
東
に
進
み
国
有
林
道
浅
繋
山
線
に
至
り
、
同

林
道
を
北
進
し
国
道
百
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
国
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

鹿
角
市
八
幡
平
坂
比
平
地
内
の
市
道
坂
比
平
一
号

線
と
国
道
三
百
四
十
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
国
道
を
北
進
し
市
道
カ
ジ
カ
沢
永
田
上
田
表

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
市
道

滝
の
畑
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進

み
同
市
道
と
連
続
す
る
遊
歩
道
に
至
り
、
同
遊
歩
道

を
東
進
し
秋
田
県
と
岩
手
県
と
の
県
境
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
境
を
南
進
し
国
有
林
道
ゼ
ン
マ
イ
沢
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
同
林
道
と
連

続
す
る
市
道
深
中
田
線
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し

同
市
道
と
連
続
す
る
市
道
坂
比
平
一
号
線
に
至
り
、

同
市
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

犬
吠
森
休
猟

区沢
内
休
猟
区



平成14年10月31日（木曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

７

し
小
倉
山
山
頂
に
至
り
、
同
山
頂
か
ら
同
歩
道
を
南

進
し
比
内
町
と
北
秋
田
郡
森
吉
町
と
の
境
界
と
の
交

点
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
比
内
町
と
森
吉
町
と

北
秋
田
郡
鷹
巣
町
と
の
境
界
に
至
り
、
比
内
町
と
鷹

巣
町
と
の
境
界
を
北
進
し
丹
内
沢
に
至
る
歩
道
と
の

交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
東
に
進
み
同
歩
道
と
連

続
す
る
国
有
林
道
丹
内
線
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進

し
町
道
独
鈷
森
合
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
森
吉
町
の
国
有
林
道
太
平
湖
線
と
国
有

林
道
森
吉
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
有
林
道
太

平
湖
線
を
東
進
し
国
設
森
吉
山
鳥
獣
保
護
区
の
境
界

と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
森
吉
町

と
北
秋
田
郡
阿
仁
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

北
西
に
進
み
石
森
休
猟
区
の
境
界
と
の
交
点
に
至

り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
国
有
林
道
西
ノ
又
線
に

至
る
歩
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
歩
道
を
北
東
に
進

み
同
歩
道
と
連
続
す
る
国
有
林
道
西
ノ
又
線
に
至

り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
国
有
林
道
森
吉
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
阿
仁
町
打
当
地
内
の
町
道
ブ
ナ
森
線
と

国
有
林
道
岩
井
の
又
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

林
道
を
北
進
し
国
有
林
道
大
森
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
み
岩
井
又
沢
に
至
り
、
同

沢
を
北
進
し
国
設
森
吉
山
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
と
の

交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進
み
阿
仁
町
と
仙

北
郡
田
沢
湖
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進

し
町
道
ブ
ナ
森
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南

西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
田
代
町
の
国
有
林
道
岩
瀬
線
と
国
有
林

道
繋
沢
支
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
有
林
道
岩

ノ
ロ
川
休
猟

区六
左
衛
門
森

休
猟
区

繁
ノ
沢
休
猟

区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

瀬
線
を
北
西
に
進
み
国
有
林
道
赤
根
沢
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
国
有
林
米
代
東
部

森
林
管
理
署
事
業
区
二
千
三
百
三
十
六
林
班
と
二
千

三
百
三
十
七
林
班
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同

境
界
を
北
進
し
秋
田
県
と
青
森
県
と
の
県
境
に
至

り
、
同
県
境
を
南
東
に
進
み
同
国
有
林
二
千
三
百
五

十
六
林
班
と
二
千
三
百
五
十
七
林
班
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
南
進
し
国
有
林
道
繋
沢
支
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

北
秋
田
郡
合
川
町
の
林
道
羽
根
山
線
と
国
有
林
道

羽
根
山
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
有
林
道

を
南
進
し
米
代
川
地
域
森
林
計
画
区
合
川
町
三
十
六

林
班
と
国
有
林
米
代
東
部
森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支

署
事
業
区
二
百
三
十
八
林
班
と
の
交
点
に
至
り
、
同

交
点
か
ら
民
有
林
と
国
有
林
と
の
境
界
を
南
東
に
進

み
国
有
林
道
下
大
内
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林

道
を
南
西
に
進
み
合
川
町
と
山
本
郡
二
ツ
井
町
と
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
林
道
羽
根
山
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

能
代
市
桧
山
地
内
の
県
道
仙
ノ
台
桧
山
線
と
市
道

羽
州
街
道
桧
山
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道

を
東
進
し
能
代
市
と
山
本
郡
山
本
町
と
の
境
界
に
至

り
、
同
境
界
を
西
進
し
県
道
能
代
五
城
目
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
市
道
羽
州
街
道

桧
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
琴
丘
町
勝
平
地
内
の
農
道
茨
島
線
と
町
道

勝
平
小
新
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を

東
進
し
県
道
琴
丘
上
小
阿
仁
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
南
東
に
進
み
琴
丘
町
と
北
秋
田
郡
上
小
阿

大
内
沢
休
猟

区大
森
休
猟
区

黒
森
休
猟
区

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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仁
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
琴
丘
町

と
南
秋
田
郡
五
城
目
町
と
上
小
阿
仁
村
と
の
境
界
に

至
り
、
琴
丘
町
と
五
城
目
町
と
の
境
界
を
西
進
し
標

高
三
百
六
十
一
・
九
メ
ー
ト
ル
の
高
杉
山
三
角
点
に

至
り
、
同
三
角
点
か
ら
同
境
界
を
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

西
進
し
た
地
点
か
ら
稜
線
を
北
西
に
進
み
農
道
茨
島

線
の
終
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
藤
里
町
藤
琴
太
良
鉱
山
跡
付
近
の
県
道
西

目
屋
二
ツ
井
線
と
私
有
林
道
（
立
石
林
業
株
式
会
社

所
有
）
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県
道
を
北
西
に
進

み
秋
田
県
と
青
森
県
と
の
県
境
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
境
を
東
進
し
藤
里
町
と
北
秋
田
郡
田
代
町
と
の

境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
私
有
林
道
（
立
石

林
業
株
式
会
社
所
有
）
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林

道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
秋
田
市
の
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
事
業
区
四
十

九
林
班
か
ら
五
十
四
林
班
ま
で
及
び
五
十
八
林
班
か

ら
七
十
二
林
班
ま
で
に
含
ま
れ
る
一
円
の
区
域

河
辺
郡
河
辺
町
の
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
事
業

区
二
百
一
林
班
か
ら
二
百
三
林
班
ま
で
及
び
二
百
六

班
か
ら
二
百
九
林
班
ま
で
に
含
ま
れ
る
一
円
の
区
域

河
辺
郡
雄
和
町
萱
ヶ
沢
地
内
の
県
道
本
荘
西
仙
北

角
館
線
と
町
道
中
の
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
県
道
を
東
進
し
河
辺
郡
と
仙
北
郡
と
の
境
界
と
の

交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
河
辺
郡
と
由
利
郡

と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
町
道
新
田
畑

雄
和
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道

太
良
休
猟
区

新
城
休
猟
区

丸
舞
休
猟
区

中
の
沢
休
猟

区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

中
の
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
岩
城
町
亀
田
地
内
の
ふ
る
さ
と
林
道
岩
城

大
内
線
と
町
道
福
俣
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

町
道
を
東
進
し
由
利
郡
大
内
町
の
町
道
高
尾
岩
城
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
東
に
進
み
ふ
る
さ

と
林
道
岩
城
大
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を

南
東
に
進
み
県
道
秋
田
雄
和
本
荘
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
県
道
を
南
西
に
進
み
町
道
新
沢
中
央
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
町
道
新
沢
岩
城
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
林
道
中
ノ
沢

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
西
進
し
岩
城
町
の

町
道
中
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西

に
進
み
町
道
上
蛇
田
環
状
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
貝
井
田
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
ふ
る
さ
と
林
道
岩
城

大
内
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
由
利
町
堰
口
地
内
の
町
道
町
村
西
由
利
原

線
と
町
道
堰
口
後
谷
地
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、

同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
堰
口
平
石
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進
み
町
道
東
由
利
原
平

石
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
黒

沢
南
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東

に
進
み
町
道
明
法
黒
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町

道
を
南
東
に
進
み
町
道
神
田
明
法
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
南
進
し
町
道
森
子
二
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町
道
奉
行
免
森
子
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町
道
奉
行
免
東

由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
町

道
吉
沢
東
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

西
進
し
町
道
黒
沢
南
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
屋
敷
東
由
利
原
線
と
の

中
帳
休
猟
区

西
沢
休
猟
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
町
道
屋
敷
西

由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
町

道
町
村
西
由
利
原
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を

北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

由
利
郡
鳥
海
町
上
川
内
地
内
の
林
道
千
足
線
と
国

道
百
八
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南

東
に
進
み
県
道
鳥
海
矢
島
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
南
西
に
進
み
林
道
外
山
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
林
道
を
北
進
し
林
道
松
木
沢
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
林
道
千
足
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲

ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
西
仙
北
町
大
沢
郷
寺
地
内
の
秋
田
自
動
車

道
と
町
道
北
野
目
戸
川
一
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
自
動
車
道
を
南
東
に
進
み
西
仙
北
町
と
仙
北

郡
南
外
村
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南

西
に
進
み
県
道
西
仙
北
南
外
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
北
進
し
同
県
道
と
連
続
す
る
町
道
宿
立
倉

線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
進
し
同
町
道
と
連
続
す
る

町
道
野
田
戸
屋
沢
線
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東
に
進

み
県
道
西
仙
北
南
外
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道

を
南
東
に
進
み
町
道
北
野
目
戸
川
一
号
線
に
至
り
、

同
町
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た

一
円
の
区
域

仙
北
郡
中
仙
町
立
石
地
内
の
仙
北
郡
西
仙
北
町
と

中
仙
町
と
の
境
界
と
県
道
土
川
中
仙
線
と
の
交
点
を

起
点
と
し
、
同
境
界
を
北
進
し
県
道
本
荘
西
仙
北
角

館
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東
に
進
み
同

県
道
と
連
続
す
る
県
道
角
館
長
野
線
に
至
り
、
同
県

道
を
南
西
に
進
み
入
見
内
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同

川
右
岸
を
南
進
し
玉
川
と
の
交
点
に
至
り
、
同
川
右

岸
を
南
進
し
大
曲
市
と
中
仙
町
と
の
境
界
に
至
り
、

下
笹
子
休
猟

区大
沢
郷
宿
休

猟
区

長
野
山
休
猟

区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

同
境
界
を
西
進
し
大
曲
市
と
中
仙
町
と
西
仙
北
町
と

の
境
界
に
至
り
、
西
仙
北
町
と
中
仙
町
と
の
境
界
を

北
進
し
作
業
道
に
至
り
、
同
作
業
道
を
北
進
し
西
仙

北
町
と
中
仙
町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
の

う
ち
、
八
乙
女
鳥
獣
保
護
区
を
除
い
た
区
域

仙
北
郡
協
和
町
と
河
辺
郡
河
辺
町
と
の
境
界
と
国

道
十
三
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
南

東
に
進
み
町
道
合
貝
十
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

町
道
を
南
進
し
同
町
道
と
連
続
す
る
町
道
和
田
向
合

貝
線
に
至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
国
道
三
百
四
十
一

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し
秋
田
自

動
車
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
自
動
車
道
を
北
西
に

進
み
協
和
町
と
河
辺
郡
雄
和
町
と
の
境
界
に
至
り
、

同
境
界
を
北
進
し
協
和
町
と
雄
和
町
と
河
辺
町
と
の

境
界
に
至
り
、
こ
れ
よ
り
協
和
町
と
河
辺
町
と
の
境

界
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区

域
仙
北
郡
太
田
町
真
木
地
内
の
斉
内
川
と
七
瀬
沢
と

の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
沢
を
南
東
に
進
み
国
有
林

秋
田
森
林
管
理
署
事
業
区
百
六
十
七
林
班
と
百
六
十

八
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
み

同
国
有
林
百
六
十
五
林
班
と
百
六
十
七
林
班
と
百
六

十
八
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
国
有
林
百
六
十
五

林
班
と
百
六
十
八
林
班
の
境
界
を
南
東
に
進
み
秋
田

県
と
岩
手
県
と
の
県
境
に
至
り
、
同
県
境
を
南
進
し

同
国
有
林
百
七
十
四
林
班
と
百
七
十
五
林
班
と
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み
北
の
又
沢
に
至

り
、
同
沢
を
南
西
に
進
み
町
道
横
沢
バ
チ
沢
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
炭
焼
沢
と
の

交
点
に
至
り
、
同
沢
を
北
進
し
同
国
有
林
百
七
十
二

林
班
と
百
七
十
三
林
班
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

を
北
進
し
標
高
八
百
十
四
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
至

古
種
沢
休
猟

区青
シ
カ
山
休

猟
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で
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り
、
同
三
角
点
か
ら
同
国
有
林
百
六
十
九
林
班
と
百

七
十
一
林
班
と
の
境
界
を
北
進
し
同
国
有
林
百
六
十

九
林
班
と
百
七
十
林
班
と
百
七
十
一
林
班
の
境
界
に

至
り
、
同
国
有
林
百
六
十
九
林
班
と
百
七
十
林
班
と

の
境
界
を
北
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円

の
区
域

横
手
市
金
沢
地
内
国
道
十
三
号
線
と
市
道
白
石
沢

線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
進
し
市
道

金
沢
中
央
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
進
し

仙
北
郡
仙
南
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進

し
仙
北
郡
六
郷
町
と
仙
南
村
と
平
鹿
郡
山
内
村
と
横

手
市
と
の
境
界
に
至
り
、
横
手
市
と
山
内
村
と
の
境

界
を
南
進
し
御
獄
山
登
山
道
路
と
の
交
点
に
至
り
、

同
登
山
道
路
を
西
進
し
同
登
山
道
路
と
連
続
す
る
市

道
上
台
弥
勒
線
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
同
市
道

と
連
続
す
る
市
道
白
石
沢
線
に
至
り
、
同
市
道
を
北

西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

平
鹿
郡
大
森
町
猿
田
地
内
の
町
道
大
森
白
山
下
線

と
出
羽
丘
陵
広
域
農
道
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同

農
道
を
北
進
し
大
森
町
と
仙
北
郡
南
外
村
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
大
森
町
と
大
曲
市
の
境

界
に
至
り
、
同
境
界
を
東
進
し
県
道
大
曲
大
森
羽
後

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
町
道
十
日

町
公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
同

町
道
と
連
続
す
る
町
道
大
森
白
山
下
線
に
至
り
、
同

町
道
を
西
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域雄

勝
郡
雄
勝
町
ヘ
グ
リ
地
区
の
川
井
橋
と
国
道
百

八
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
稜
線
を
北
東
に
進

み
雄
勝
町
と
湯
沢
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を

南
東
に
進
み
県
道
秋
ノ
宮
小
安
峡
温
泉
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
国
道
百
八
号
線
と
の
交

蛭
藻
沼
休
猟

区川
西
休
猟
区

磯
休
猟
区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
の
う
ち
、
中
山
鳥
獣
保
護

区
を
除
い
た
区
域

雄
勝
郡
羽
後
町
上
村
地
区
の
町
道
軽
井
沢
田
茂
の

沢
線
と
、
県
道
羽
後
向
田
舘
合
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
町
道
中
山
太
倉
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
終
点
に
至

り
、
同
終
点
か
ら
西
進
し
由
利
郡
鳥
海
町
と
羽
後
町

と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
町
道
軽

井
沢
田
茂
の
沢
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北
東

に
進
み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
東
成
瀬
村
菅
ノ
台
地
内
の
村
道
生
内
線
と

村
道
逆
川
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
村
道
を
南

東
に
進
み
国
道
三
百
四
十
二
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
国
道
を
南
進
し
栗
駒
鳥
獣
保
護
区
の
境
界
と

の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
西
進
し
雄
勝
郡
皆
瀬
村

と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
村
道
生
内
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る

線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

蒲
倉
休
猟
区

西
小
沢
休
猟

区

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
八
号

休
猟
区
の
設
定
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

表
稲
沢
休
猟
区
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

仙
北
郡
協
和
町
水
沢
地
内
の
国
道
四
十
六
号
線
と

町
道
水
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町
道
を
西

進
し
町
道
奥
山
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
北

平
成
十
三
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
六

年
十
月
三
十
一
日
ま

稲
沢
休
猟
区
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進
し
国
有
林
秋
田
森
林
管
理
署
官
公
造
林
地
と
雄
物

川
地
域
森
林
計
画
区
協
和
町
百
二
林
班
と
の
境
界
に

至
り
、
同
境
界
を
北
東
に
進
み
国
有
林
と
民
有
林
と

の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
北
西
に
進
み
林
道
沢
内

水
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み

国
有
林
道
牛
沢
又
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道

を
北
東
に
進
み
国
有
林
作
業
路
と
の
交
点
に
至
り
、

同
作
業
路
を
北
進
し
国
有
林
道
荒
川
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
林
道
を
北
東
に
進
み
国
有
林
秋
田
森
林
管

理
署
事
業
区
七
十
五
林
班
と
七
十
六
林
班
と
の
境
界

に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
横
領
森
山
頂
に
至
り
、

同
山
頂
か
ら
同
国
有
林
六
十
四
林
班
と
六
十
五
林
班

と
の
境
界
を
北
西
に
進
み
県
道
唐
松
宇
津
野
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
協
和
ダ
ム
管
理
道

と
の
交
点
に
至
り
、
同
管
理
道
を
東
進
し
同
管
理
道

と
連
続
す
る
国
有
林
道
美
山
湖
線
に
至
り
、
同
林
道

を
東
進
し
同
林
道
と
連
続
す
る
国
有
林
道
朝
日
又
線

に
至
り
、
同
林
道
を
南
東
に
進
み
淀
川
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
を
南
東
に
進
み
協
和
町
と
仙
北
郡
角
館

町
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
進
し
国
道
四
十

六
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
西
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

で

の
交
点
を
起
点
と
し
、
湿
原
の
外
輪
と
な
る
歩
道
を

約
一
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
進
み
国
道
七
号
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

能
代
市
浅
内
字
赤
沼
地
内
の
赤
沼
公
園
を
取
り
囲

む
水
路
を
含
め
そ
の
内
側
の
区
域

能
代
市
万
町
地
内
の
市
道
富
町
万
町
線
と
市
道
川

反
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
市
道
を
南
進
し
市

道
材
木
町
東
能
代
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

西
進
し
秋
北
バ
ス
株
式
会
社
と
中
田
建
設
株
式
会
社

と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
能

代
港
堤
防
と
の
交
点
に
至
り
、
同
堤
防
を
東
進
し
市

道
川
反
五
号
線
、
市
道
川
反
線
を
経
由
し
て
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
山
本
町
森
岳
字
木
戸
沢
地
内
の
県
道
能
代

五
城
目
線
と
町
道
温
泉
三
号
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
て
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
温
泉
上
台
線
と

の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
南
西
に
進
み
町
道
温
泉

公
園
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道
を
西
進
し
県
道

森
岳
鹿
渡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し

町
道
街
道
東
石
倉
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
町
道

を
北
西
に
進
み
町
道
森
岳
街
道
東
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
町
道
を
北
西
に
進
み
途
中
児
童
館
前
を
右
折

し
県
道
森
岳
鹿
渡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を

東
進
し
県
道
能
代
五
城
目
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の

区
域山

本
郡
山
本
町
二
ツ
森
地
内
の
国
道
七
号
線
と
山

本
町
と
山
本
郡
琴
丘
町
と
の
境
界
と
の
交
点
を
起
点

禁
止
区
域

赤
沼
公
園
銃

猟
禁
止
区
域

能
代
河
畔
公

園
銃
猟
禁
止

区
域

惣
三
郎
沼
銃

猟
禁
止
区
域

二
ツ
森
銃
猟

禁
止
区
域

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
二
十
九
号

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
七
年
法
律
第
三
十
二
号
）
第
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
銃
猟
禁
止
区
域
を
設
定
し
た
の
で
、
鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規
則
（
昭
和

二
十
五
年
農
林
省
令
第
百
八
号
）
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
二
十
六
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
告
示
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

大
館
市
釈
迦
内
地
内
の
国
道
七
号
線
と
遊
歩
道
と

平
成
十
四
年
十
一
月

芝
谷
地
銃
猟

11
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12

と
し
、
同
国
道
を
北
西
に
進
み
山
本
町
と
山
本
郡
八

竜
町
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
東

に
進
み
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
と
の
交
点
に
至

り
、
同
自
動
車
道
を
南
東
に
進
み
山
本
町
と
琴
丘
町

の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
南
西
に
進
み

起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
山
本
町
逆
川
地
内
の
市
道
成
合
逆
川
線
と

県
道
金
光
寺
能
代
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
国
道

七
号
線
と
市
道
芝
童
森
浅
内
線
と
の
交
点
方
向
へ
見

透
し
線
を
千
メ
ー
ト
ル
西
進
し
、
同
点
か
ら
見
透
し

線
を
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
北
進
し
、
同
点
か
ら
見
透

し
線
を
二
千
七
百
五
十
メ
ー
ト
ル
東
進
し
、
山
本
町

と
能
代
市
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
南
東
に
進

み
民
有
林
道
山
本
峰
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
林
道

を
南
東
に
進
み
、
西
進
し
同
林
道
と
連
続
す
る
県
道

森
岳
鵜
川
線
に
至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
山
本
町
と

山
本
郡
八
竜
町
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界

を
北
進
し
、
北
西
に
進
み
市
道
成
合
逆
川
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
東
に
進
み
起
点
に
至
る
線

に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

山
本
郡
藤
里
町
矢
坂
地
内
の
県
道
西
目
屋
二
ツ
井

線
と
町
道
釜
の
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
町

道
を
西
進
し
町
道
奥
岩
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

町
道
を
北
西
に
進
み
林
地
と
農
耕
地
と
の
境
界
と
の

交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
北
進
し
薄
井
沢
川
と
の
交

点
に
至
り
、
同
川
を
南
東
に
進
み
県
道
西
目
屋
二
ツ

井
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
起
点
に

至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

仙
北
郡
仙
南
村
金
沢
地
内
の
横
手
市
と
仙
南
村
と

の
境
界
と
市
道
三
貫
堰
十
二
牲
線
と
の
交
点
を
起
点

と
し
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
同
市
道
と
連
続
す
る

市
道
西
沼
線
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
市
道
立
馬

山
本
町
北
部

銃
猟
禁
止
区

域虹
の
里
銃
猟

禁
止
区
域

大
森
銃
猟
禁

止
区
域

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

郊
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市

道
立
馬
郊
中
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進

し
農
地
と
の
境
界
と
の
交
点
に
至
り
、
同
境
界
を
西

進
し
横
手
市
と
仙
南
村
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界

を
南
西
に
進
み
農
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
道

を
北
進
し
村
道
南
谷
地
東
西
法
寺
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
村
道
を
北
西
に
進
み
村
道
南
谷
地
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
村
道
を
西
進
し
村
道
東
川
原
南
谷
地

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
北
東
に
進
み
村
道

東
山
本
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
村
道
を
南
西

に
進
み
村
道
東
山
本
五
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

村
道
を
北
西
に
進
み
農
作
業
道
と
の
交
点
に
至
り
、

同
作
業
道
を
東
進
し
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一

円
の
区
域

横
手
市
大
屋
寺
内
地
内
の
横
手
市
と
平
鹿
郡
大
森

町
と
の
境
界
と
市
道
楢
沢
線
と
の
交
点
を
起
点
と

し
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
下
楢
沢
へ
至
る
私
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
私
道
を
北
進
し
大
屋
沼
に
至
る

私
道
と
の
交
点
に
て
南
西
に
楢
沢
沼
に
沿
っ
て
進

み
、
同
沼
堤
体
を
経
て
起
点
に
至
る
一
円
の
区
域

南
秋
田
郡
八
郎
潟
町
真
坂
地
内
の
国
道
七
号
線
と

県
道
真
坂
五
城
目
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
県

道
を
南
東
に
進
み
町
道
浦
大
町
下
町
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
町
道
真
浦
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
町
道
を
南
進
し
同
町
道
と
連
続
す
る
農
道

五
号
線
に
至
り
、
同
農
道
を
四
百
メ
ー
ト
ル
南
進
し

て
農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
西
進
し
国
道

七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
北
進
し
起
点

に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

雄
勝
郡
羽
後
町
石
田
地
区
の
国
道
三
百
九
十
八
号

線
と
羽
後
大
戸
川
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
川
の
左

岸
を
北
東
に
進
み
町
道
西
馬
音
内
三
輪
線
と
の
交
点

楢
沢
銃
猟
禁

止
区
域

浦
大
町
銃
猟

禁
止
区
域

羽
後
大
戸
川

銃
猟
禁
止
区

域

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日

ま
で

平
成
十
四
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
二
十

四
年
十
月
三
十
一
日
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に
至
り
、
同
町
道
を
東
進
し
同
川
右
岸
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
右
岸
を
南
西
に
進
み
起
点
に
至
る
線
に

囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域

ま
で

二
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み

県
道
上
新
城
土
崎
港
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道

を
北
東
に
進
み
市
道
東
上
谷
地
大
袋
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
四
ッ
屋
笹
岡
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
同
市
道
と
連

続
す
る
市
道
中
央
市
場
一
号
線
に
至
り
、
同
市
道
を

南
進
し
県
道
土
崎
港
秋
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

県
道
を
南
東
に
進
み
市
道
手
形
泉
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
東
進
し
県
道
秋
田
八
郎
潟
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
県
道
を
東
進
し
市
道
手
形
学
園
町
赤

沼
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
県
道
秋

田
岩
見
船
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東

に
進
み
市
道
広
面
小
学
校
一
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
北
進
し
市
道
蓮
沼
手
形
山
線
と
の
交

点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し
柳
田
に
至
る
農
道
と

の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
北
東
に
進
み
市
道
柳
田

石
神
推
子
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
東
進
し

農
道
と
の
交
点
に
至
り
、
同
農
道
を
東
進
し
県
道
秋

田
岩
見
船
岡
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
県
道
を
北
東

に
進
み
孫
左
衛
門
用
水
路
と
の
交
点
に
至
り
、
同
用

水
路
を
南
西
に
進
み
太
平
川
右
岸
に
至
り
、
同
川
右

岸
を
南
西
に
進
み
市
道
土
崎
柳
田
一
号
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
松
崎
団
地
一

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
市

道
柳
館
松
崎
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

南
東
に
進
み
市
道
柳
館
松
崎
三
号
線
と
の
交
点
に
至

り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
柳
館
松
崎
二
号
線

と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
桜

本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
西
進
し
市
道
柳

館
梨
平
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
市

道
百
崎
柳
館
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西

に
進
み
市
道
百
崎
諏
訪
ノ
沢
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
市
道
を
南
東
に
進
み
南
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
と
諏

訪
ノ
沢
と
の
境
界
に
至
り
、
同
境
界
を
尾
根
伝
い
に

東
進
し
市
道
猿
田
小
山
田
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
号

銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
（
昭
和
六
十
二
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

表
秋
田
市
銃
猟
禁
止
区
域
の
項
を
削
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
告
示
第
七
百
三
十
一
号

銃
猟
禁
止
区
域
の
設
定
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
告
示
第
六
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

平
成
十
四
年
十
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

表
秋
田
市
銃
猟
禁
止
区
域
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
域

名
　
　
称

存

続

期

間

秋
田
市
新
屋
地
内
の
市
道
新
屋
豊
岩
線
と
国
道
七

号
線
と
の
交
点
を
起
点
と
し
、
同
国
道
を
北
東
に
進

み
市
道
割
山
南
浜
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を

北
西
に
進
み
県
道
秋
田
天
王
線
と
の
交
点
に
至
り
、

同
県
道
を
北
東
に
進
み
旧
雄
物
川
左
岸
と
の
交
点
に

至
り
、
同
川
左
岸
を
北
西
に
進
み
同
川
河
口
の
標
高

四
・
〇
メ
ー
ト
ル
の
三
角
点
に
至
り
、
同
三
角
点
か

ら
北
東
に
進
み
旧
雄
物
川
右
岸
に
至
り
、
同
川
右
岸

を
北
西
に
進
み
新
城
川
左
岸
に
至
り
、
同
川
左
岸
を

北
東
に
進
み
国
道
七
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国

道
を
北
進
し
市
道
天
ノ
袋
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同

市
道
を
南
東
に
進
み
県
道
久
保
秋
田
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
南
進
し
市
道
下
飯
島
四
号
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
下
飯
島

平
成
十
三
年
十
一
月

一
日
か
ら
平
成
十
七

年
十
月
三
十
一
日
ま

で

秋
田
市
銃
猟

禁
止
区
域

13
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市
道
を
南
西
に
進
み
市
道
古
野
荒
巻
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
市
道
を
南
東
に
進
み
市
道
堤
ノ
沢
篠
田
台

線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
進
し
国
道
十
三

号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
国
道
を
南
東
に
進
み
市

道
新
都
市
二
十
四
号
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道

を
南
西
に
進
み
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
と
の
交
点

に
至
り
、
同
県
道
を
南
東
に
進
み
東
日
本
旅
客
鉄
道

株
式
会
社
奥
羽
本
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
本
線
を

北
西
に
進
み
県
道
秋
田
御
所
野
雄
和
線
と
の
交
点
に

至
り
、
同
県
道
を
西
進
し
市
道
豊
岩
御
野
場
線
と
の

交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
南
西
に
進
み
秋
田
南
大
橋

に
至
り
、
同
橋
を
南
西
に
進
み
雄
物
川
の
左
岸
堤
防

と
の
交
点
に
至
り
、
同
堤
防
を
北
西
に
進
み
市
道
新

屋
豊
岩
線
と
の
交
点
に
至
り
、
同
市
道
を
北
西
に
進

み
起
点
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
一
円
の
区
域
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